
農
家
の
方
か
ら
「
高
齢

で
も
う
農
業
を
継
続
で
き

な
い
。
後
継
者
も
い
な
い
」

と
、
昨
年
私
に
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

話
し
合
っ
た
結
果
「
特

養
ホ
ー
ム
建
設
用
地
や
市

民
農
園
と
し
て
、
市
民
の

た
め
に
役
立
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
書
を
添
え
て

昨
年
11
月
、
市
に
土
地
を

寄
付
し

ま
し
た
。

宮
久

保
６
丁

目
（
下
貝
塚
中
近
く
）
、

下
貝
塚
２
丁
目
の
２
カ
所

の
梨
畑
の
ま
と
ま
っ
た
土

地
で
、
金
子
貞
作
が
紹
介

議
員
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
６
月
市
議
会
の
一

般
質
問
で
、
土
地
の
評
価

額
や
今
後
の
活
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

管
財
部
長
は
「
面
積
は

２
カ
所
で
１
３
１
０
０
㎡
、

評
価
額
は
約
７
億
円
に
な

る
。
広
大
な
土
地
で
資
産

価
値
も
高
く
、
将
来
様
々

な
活
用
が
図
れ
る
貴
重
な

土
地
。
寄
付
者
に
は
感
謝

し
て
い
る
。
」
と
答
弁
。

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、

「
特
養
や
市
民
農
園
と
い

う
寄
付
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
時
間
を
か
け
有
効
活

用
を
決
定
し
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。

福
祉
部
長
は
「
特
養
ホ
ー

ム
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

既
存
道
路
の
幅
員
６
ｍ
以

上
に
接
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
制
約
も
あ
る
。
今
後

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

寄
付
者
も
「
特
養
ホ
ー

ム
待
機
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

会
」
の
運
動
に
賛
同
し
、

自
分
の
土
地
を
活
用
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

特
養
建
設
用
地
は
約
３

千
㎡
必
要
で
す
。
残
り

（
１
万
㎡
土
地
）
は
、
市

が
市
民
の
意
向
も
伺
い
な

が
ら
、
市
民
農
園
と
し
て

整
備
す
る
予
定
で
す
。

市
川
市
民
ま
ち
づ
く
り

債
は
、
公
共
事
業
を
推
進

す
る
必
要
な
資
金
調
達
と
、

市
民
が
市
政
に
参
画
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
平
成

17
年
度
か
ら
導
入
。

市
民
は
国
債
や
預
金
よ

り
利
回
り
の
よ
さ
か
ら
昨

年
度
は
、
市
の
発
行
額
5

億
円
に
対
し
、
５
４
８
人
、

10
億
円
の
応
募
。
し
か
し
、

財
政
が
厳
し
い
と
強
調
す

る
中
で
、
費
用
対
効
果
に

疑
問
の
声
も
…
。

私
は
、
６
月
市
議
会
の

一
般
質
問
で
、
市
民
ま
ち

づ
く
り
債
の
今
後
の
あ

り
方
を
問
い
ま
し
た
。

財
政
部
長
は
「
金
利

低
下
で
市
が
直
接
金
融

機
関
か
ら
借
り
た
方
が

安

い
こ

と

や
手

数

料

（
４
３
０
万
円
）
が
か

か
る
な
ど
か
ら
、
継
続

か
、
廃
止
か
見
直
し
を

検
討
す
る
」
と
答
弁
。

「しっかり発言、きちんと報
告します」 市政に関する、
ご意見・要望をお聞かせ下さ
い。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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宮久保６丁目２３番地の寄付された土地

梨の木が切られて空き地の状態になっている

これまで市が寄付を受けた
主な土地・建物

・平成4年、精華園（土地1700㎡）

・平成10年、旧片桐邸（1100㎡）

・平成10年、国府台4丁目緑地の3100㎡

・平成13年、吉澤ガーデンギャラリー（3400

㎡）

・平成14年、大町緑地の2600㎡

・平成15年、水木邸（850㎡）

・平成22年、姥山緑地の3,100㎡

・平成24年、13,100㎡の梨畑

※申し出があった寄付は、例えば接道、安全性、



○
く
ら
し
も
経
済
も
破

壊
す
る
消
費
税
の
中
止
。

○
富
裕
層
優
遇
の
不
公

平
税
制
を
見
直
し
、
応

分
の
負
担
を
。
新
た
な

法
人
税
減
税
を
や
め
、

大
企
業
に
特
別
に
有
利

な
減
税
制
度
を
改
め
る
。

○
賃
上
げ
を
は
じ
め
国

民
の
所
得
を
増
や
す
政

策
で
「
デ
フ
レ
不
況
」

を
打
開
。
日
本
経

済
を
健
全
な
成
長

の
軌
道
に
の
せ
、

税
収
増
を
図
る

○
大
型
開
発
や
軍

事
費
、
原
発
推
進

予
算
、
政
党
助
成

金
な
ど
、
歳
出
の

浪

費
に

メ

ス
を

入
れ
る
。

▼
こ
の
参
院
選
か
ら
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
が
解
禁

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
私
も

ブ
ロ
グ
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
日
々
の
つ
ぶ

や
き
な
ど
を
載
せ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
市
川
市

議
団
を
検
索
し
、
私
の
写

真
を
ク
イ
ッ
ク
す
る
と
ブ

ロ
グ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
▼
今
議
会
、
市
長

が
次
期
出
馬
を
表
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
が
所

属
し
て
い
る
常
任
委
員
会

の
変
更
が
あ
り
、
私
は
総

務
常
任
委
員
会
の
所
属
に
。

私
が
副
委
員
長
に
当
選
す

る
議
会
の
変
化
も
あ
り
ま

し
た
。

貞作通信 ＮＯ.２30 ２０13年７月3日 （２）

仕事
くらしの
悩み

連絡先 金子貞作 ３３７－６１８４（夜間）

社
会
保
障
は
「
ほ
ど
こ
し
」
で
も
、
お
金
で
買
う

「
商
品
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
25
条
に
保
障
さ

れ
た
国
民
の
権
利
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
危
機
に

ひ
ん
し
て
い
る
社
会
保
障
を
再
生
・
充
実
さ
せ
ま
す
。

日
本
共
産
党
が
参
議
院
政
策
を
発
表
。
写
真
は
概
要
版
で
す
。
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お
届
け
し
ま
す
。

○
「
共
通
番
号
制
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
」

法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
は
、
８

人
の
賛
成
少
数
で
否
決
。

○
人
間
ら
し
い
労
働
を
奪
う
規
制
緩

和
を
や
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
は
、

10
人
の
賛
成
少
数
で
否
決
。

○
憲
法
96
条
の
改
定
に
反
対
す
る
意

見
書
は
、
12
名
の
賛
成
少
数
で
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
反
対
し
た
意
見
書
は
２
件
。

○
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
要
請
決
議
。

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事

業
の
中
止
等
を
求
め
る
意
見
書
で
す
。

●窓口負担は、子どもゼロ、

現役２割、高齢者１割に

●後期高齢者医療制度の廃止

国保料（税）の軽減

●診療報酬の引き上げ、

医師・看護師の抜本的増員

●軽度者からのサービス取

り上げをやめる

●利用料・保険料負担の減免

●特養ホームの増設、待機者

ゼロに

●年金削減政策を中止

●低年金の支給額を底

上げ

●最低保障年金の創設

わ
が
家
の
前
に
あ
る
斜
面
林
は
、
春
に
桜
、
現
在
は
ア
ジ
サ

イ
が
咲
き
、
市
川
大
野
駅
に
通
勤
す
る
人
や
散
歩
す
る
人
を
癒

し
て
い
ま
す
。
市
は
、
斜
面
林
を
住
民
の
協
力
も
得
て
公
園
的

な
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
（
大
野
町
３
丁
目
）


